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自
民
党・薬
剤
師
問
題
議
員
懇
談
会
が

自
民
党・薬
剤
師
問
題
議
員
懇
談
会
が

開
催
さ
れ
る
！

開
催
さ
れ
る
！

日
本
薬
剤
師
連
盟 

会 

長  

山
本
　
信
夫

新
年
の
ご
挨
拶

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
お
健

や
か
に
輝
か
し
い
新
年
を
お
迎
え
に
な
ら

れ
た
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
の
第
25
回
参
議
院
議

員
選
挙
に
お
き
ま
し
て
は
、
組
織
内
統

一
候
補
の
本
田
あ
き
こ
氏
を
擁
立
し
、

15
万
9
5
9
6
票
を
獲
得
し
て
当
選
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

さ
て
、
昨
年
12
月
に
公
布
さ
れ
た
改
正

医
薬
品
医
療
機
器
等
法
で
は
、
調
剤
の
場

と
さ
れ
て
き
た
薬
局
の
役
割
を
拡
大
し
、

一
般
用
医
薬
品
等
も
視
野
に
入
れ
た
全
て

の
医
薬
品
の
供
給
施
設
と
し
て
再
定
義
す

る
と
と
も
に
、
薬
剤
師
に
対
し
て
は
、
医

薬
品
の
服
用
期
間
を
通
じ
た
服
薬
状
況
の

把
握
や
指
導
を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
医

師
等
に
情
報
提
供
す
る
よ
う
努
め
、
薬
物

療
法
の
最
適
化
に
寄
与
す
る
こ
と
が
そ
の

基
本
的
機
能
で
あ
る
こ
と
と
さ
れ
、
機
能

別
の
薬
局
認
定
制
度
（
地
域
連
携
薬
局
、

専
門
医
療
機
関
連
携
薬
局
）
が
導
入
さ
れ

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
年
4
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る

診
療
報
酬
・
調
剤
報
酬
改
定
に
あ
た
り
、
昨

年
末
に
診
療
報
酬
を
プ
ラ
ス
0
・
55
％
引
き

上
げ
る
こ
と
と
医
科
と
調
剤
の
改
定
比
率

が
1
：
0.3
に
堅
持
さ
れ
た
予
算
案
が
閣
議
決

定
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
本
連

盟
の
政
治
活
動
に
と
っ
て
、
昨
年
の
参
議

院
議
員
選
挙
の
結
果
が
反
映
さ
れ
、
本
連

盟
の
要
望
が
政
治
的
に
叶
え
ら
れ
た
結
果

だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

日
本
薬
剤
師
連
盟
は
、
令
和
と
な
っ
て

初
め
て
の
新
年
を
迎
え
、
日
本
薬
剤
師
会

の
施
策
の
実
現
に
向
け
た
連
盟
活
動
が
こ

（1）診療報酬 ＋0.55％
　  ① うち、②を除く改定分 +0.47％
　　   各科改定率  医科　＋0.53％ 

歯科　＋0.59％ 
調剤　＋0.16％

　  ②  うち、消費税財源を活用した救急病院における勤
務医の働き方改革への特例的な対応　+0.08％

（2）薬価・材料価格
　  内訳）①薬価　　　▲0.99％
　　　　 ※うち、 実勢価等改定 ▲0.43％ 

市場拡大再算定の見直し等 ▲0.01％
　　　　 ②材料価格   ▲0.02％
　　　　 ※うち、実勢価等改定 ▲0.01％れ

ま
で
以
上
に
重
要
に
な
っ
て
き
て
い
る

こ
と
を
認
識
し
つ
つ
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

本
連
盟
の
組
織
強
化
を
図
っ
て
い
く
と
同

時
に
、
次
の
参
議
院
議
員
選
挙
の
組
織
内

統
一
候
補
者
を
本
年
3
月
に
開
催
す
る
臨

時
評
議
員
会
ま
で
に
選
定
す
る
こ
と
が
急

務
と
な
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
全
力
で
取
り

組
ん
で
ま
い
る
所
存
で
す
。

　

全
国
の
薬
剤
師
の
皆
様
並
び
に
都
道
府

県
薬
剤
師
連
盟
の
ご
支
援
と
ご
協
力
が
よ

り
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
の

ご
厚
情
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

本
年
が
皆
様
に
と
っ
て
素
晴
ら
し
い
一

年
に
な
り
ま
す
こ
と
を
祈
念
申
し
上
げ
、

新
年
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

令
和
元
年
11
月
27
日
12
時
か
ら
、
薬
剤
師
問

題
議
員
懇
談
会
世
話
人
会
（
伊
吹
文
明
会
長
他

10
名
）
が
ザ
・
キ
ャ
ピ
ト
ル
ホ
テ
ル
東
急
で
開

催
さ
れ
た
。

　

世
話
人
会
は
、
事
務
局
長
を
務
め
る
藤
井
基

之
参
議
院
議
員
の
進
行
で
始
め
ら
れ
た
。
伊
吹

文
明
会
長
の
挨
拶
に
続
い
て
、
都
道
府
県
薬
剤

師
連
盟
か
ら
推
薦
さ
れ
た
新
規
入
会
希
望
議

員
（
衆
：
2
名
、
参
：
4
名
）
の
入
会
及
び
令
和

元
年
5
月
27
日
か
ら
11
月
26
日
ま
で
の
会
計
報

告
が
諮
ら
れ
、
了
承
さ
れ
た
。
続
い
て
、
山
本

日
本
薬
剤
師
連
盟
会
長
よ
り
、
7
月
の
参
議
院

議
員
選
挙
に
お
い
て
組
織
内
候
補
と
し
て
立
候

補
し
た
本
田
顕
子
参
議
院
議
員
に
多
大
な
る
ご

支
援
を
戴
い
た
お
礼
を
交
え
て
の
挨
拶
が
な
さ

れ
、
続
い
て
森
日
本
薬
剤
師
会
副
会
長
か
ら

「
日
本
薬
剤
師
会
に
お
け
る
主
な
課
題
お
よ
び

要
望
」
に
つ
い
て
、
資
料
を
用
い
て
説
明
が
行

わ
れ
た
。
内
容
は
、
2
0
2
5
年
・
2
0
4
0

年
に
向
け
て
地
域
で
求
め
ら
れ
る
薬
局
・
薬
剤

師
の
役
割
、
持
続
可
能
性
の
あ
る
社
会
保
障
制

度
に
つ
い
て
の
意
見
、
薬
局
に
お
け
る
予
防
・

健
康
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み
、
保
険
薬
局
の
損

益
状
況
、
改
定
率
の
推
移
で
あ
り
、
意
見
交
換

の
後
、
総
会
に
お
い
て
十
分
な
説
明
を
行
う
よ

う
伊
吹
文
明
会
長
が
要
望
し
、
閉
会
と
な
っ

た
。

　

薬
剤
師
問
題
議
員
懇
談
会
総
会
は
、
同
日
・

同
所
で
16
時
か
ら
開
催
さ
れ
た
。

　

92
名
の
議
員
、
96
名
の
代
理
人
が
駆
け
つ
け

た
。
伊
吹
文
明
会
長
の
挨
拶
、
新
規
入
会
議
員

の
報
告
及
び
会
計
報
告
が
な
さ
れ
、
続
い
て
、

世
話
人
会
と
同
様
に
、
日
本
薬
剤
師
会
よ
り
課

題
と
要
望
が
説
明
さ
れ
た
。
特
に
、
診
療
報
酬

並
び
に
調
剤
報
酬
改
定
が
控
え
て
お
り
、
必
要

な
財
源
確
保
と
公
平
な
改
定
と
薬
剤
師
の
活
用

に
つ
い
て
十
分
な
理
解
を
求
め
る
と
と
も
に
、

活
発
な
意
見
交
換
の
後
、
閉
会
と
な
っ
た
。

　加藤厚生労働大臣と麻生財務大臣は12月17日（火）、
令和2年度予算について折衝を行い、診療報酬本体、薬
価・保険医療材料価格等の改定内容を確認した。
医科1：歯科1.1：調剤0.3の配分比率が維持され公平な
改定となった。
　調剤報酬に対する厳しい指摘がなされる中で、日本薬
剤師連盟の山本会長ほか役員による安倍総理らへの直
接の陳情活動により、プラス改定、公平な改定を確保す
るとともに、前回及び前々回改定で行われた、通常改定
とは別の適正化措置を阻止することができた。

令和2年度令和2年度
診療報酬改定率決定!!診療報酬改定率決定!!
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風力計
「
原
点
か
ら
そ
の
先
へ
」

　
謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

み
な
さ
ま
お
健
や
か
に
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と

と
存
じ
ま
す
。
本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
台
風
が
多
発
し
各
地
に
多
く
の
被

害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
そ
の
1
つ
、
台
風
19

号
が
10
月
12
日
午
後
7
時
頃
に
「
大
型
で
強
い
」

勢
力
の
ま
ま
伊
豆
半
島
に
上
陸
し
関
東
地
方
を

縦
断
、
13
日
正
午
に
日
本
の
東
で
温
帯
低
気
圧

に
な
り
ま
し
た
。
大
量
の
水
蒸
気
を
含
ん
だ
状

態
で
上
陸
し
た
た
め
、
東
海
か
ら
東
北
を
中
心

に
広
い
範
囲
で
記
録
的
な
大
雨
や
暴
風
、
高
潮

と
な
り
、
複
数
の
河
川
氾
濫
な
ど
列
島
に
大
き

な
爪
痕
が
残
り
ま
し
た
。
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
、

心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
時
、
地
元
の
山
口
県
下
関
市
で
10
月
13

日（
日
）、
14
日（
月・祝
）に
テ
ー
マ
を「
原
点
」と

し
て
第
52
回
日
本
薬
剤
師
会
学
術
大
会
が
、
前

日
の
10
月
12
日（
土
）に
は
山
口
県
薬
剤
師
会
創

立
1
3
0
周
年
記
念
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
台
風
の
影
響
で
空
と
陸
の
交
通
機
関
の
運

休
に
よ
り
予
定
を
変
更
し
て
、
11
日（
金
）に
前

入
り
若
し
く
は
13
日（
日
）朝
か
ら
大
変
な
状
況

の
中
、
移
動
し
て
頂
い
た「
熱
い
志
」に
深
く
感

謝
致
し
ま
す
。
参
加
人
数
９
６
６
９
名
、
一
部

変
更
は
あ
り
ま
し
た
が
全
て
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

開
催
で
き
ま
し
た
こ
と
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
懇
親
会
に
も
多
数
御
参
加
頂
き
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
河
豚
、獺
祭
、花

魁
は
堪
能
頂
け
ま
し
た
か
？

　

第
53
回
は
北
海
道
で
テ
ー
マ
は
「
そ
の
先

へ
」。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
影
響
で
連
休
開
催
で

は
な
く
な
り
ま
し
た
が
、「
熱
い
志
」
持
っ
て
北

海
道
の
大
地
で
皆
様
共
に
学
び
ま
し
ょ
う
。
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。

日本薬剤師会
常務理事  吉田 力久

（山口県薬剤師会 副会長）

ブロック協議会
第２５回参議院議員選挙

都道府県総括

ブロック総務の

総括

　北海道でのブロック協議会開催は令和2年2
月ですので、道薬連役員会にて検証を行ってお
ります。
　検証では、前回に比べ670票あまり獲得票数
は増えましたが、目標に及ばなかった理由を議
論しており、評価として、役員が精力的に活動し、医薬品卸業者、
チェーン薬局本部、製薬企業等への働きかけを通じ支援の了承を
得られたことであります。
　一方、課題は、連盟組織が脆弱な地域があったこと、従来からの
電話作戦では、良い結果に結びつかなかったことでした。
　脆弱な地域については、本部が積極的に関与し再構築の支援を
する、電話作戦は、その在り方を見直すとともに、SNSにより一
度で多くの方へ発信できる機能を有効活用する、薬業関係以外の
企業・団体にも、積極的な支援のお願いをすることを今後の方針
としております。次回に向け、北海道が一丸となって取り組める
体制の強化を構築したいと思います。

北海道ブロック（北海道）�
総務　竹内　伸仁

　今回の参議院議員選挙の新たな取り組みとし
て、5月12日、26日の2日間に23区内3ケ所、
多摩地区3ケ所で「本田あきこ激励会」を開催し
たことが挙げられる。本激励会は各地区の役員
が中核となり企画・運営を行い、延べ参加人数は
1,265名であった。また、地元の国会議員や区議・市議会議員の
先生方にご臨席を頂くことにより、一気に選挙の士気が高まった
ことは評価できた点である。標旗リレーの活動は、4つの薬科大
学においてビラ配りを実施したが、学生の理解を得ることが難し
く想定外の結果であった。次回の選挙では学生に対して事前周知
等の改善策が必要であるが、今後も薬学生へのアプローチは重要
と考えている。支援者名簿の収集は、目標名簿数2万人に達する
ことができたが、紹介者数は最後まで苦戦を強いられた。次回に
向けて、収集時期や回収方法を再検討していく。また勝利の方程
式と称し、東京ワンピース（10年間）東京なでしこ（5年間）東京ネ
クスト（2年間）の各種会合の実施は最重点として継続していく。

　「国政の場で薬剤師の声を」と私達薬剤師へ
の理解と共感を与えて頂いた候補者。
　2018年11月、高崎市の自宅庭で朝方東の
空に「明けの明星」を見て、藤井もとゆき参議院
議員に続く候補者が輝いていたのを思い出す。
以降見られる限り毎朝見続けた金星は「きんぼし」と読め、関東ブ

ロック／各県薬の使命を果たす
ことができた一因と思う。課題
は多くあるが、会員間の意識の
差を役員がどう認識して行動に
移すかに尽きる。
　次の選挙では「世界文化遺産」
でもある私達日本人にとって愛
する富士山に目をやり、些細な
ことに拘らず意識を高めていき
たい。

　令和元年7月21日の参議院選挙において、本田
あきこ氏が見事に比例第14位で当選しました。
　残念ながら大阪における今回の得票数は、第
21回の9,571票、第22回の8,099票、大阪の政
治情勢が変わった第24回は5,514票と大きく
票を落とし、今回の第25回は5,687票で173票の微増にとどま
り目標数には届きませんでした。
　大阪での今後の活動について纏め、薬剤師連盟推薦の組織内候
補者が会員数（約8,000名）以上の得票数を獲得できるように、反
省点を踏まえながら運営体制、連盟活動の強化に取り組んでいく
こととしました。
　そのためには、組織力を強化するための手順書（ステップ表）を
有効に活用し、特に勤務薬剤師の動向が大きく影響を及ぼすこと
から、地道な時間をかけた連盟活動（後援会活動）を実施します。
後援会支援者数を増加させることも重要であるが、いわゆる「紹介
者」数を増やすことを第1の目標とします。

　「ほっとした。」これが正直な感想です。今
夏の本田選挙は、2025年（ケアシステム）、
2040年（現役世代の急減）等、今後の社会保障
制度を見据え、絶対に負けることのできない戦
いでした。
　勝因は何といっても、本田あきこ氏が疲れ知らずの笑顔で全国
を真剣に巡回したこと、そして、後援会・選挙活動を支えた会員皆
様の想いが届いたからではないでしょうか。
　当ブロックでは、各県後援会長はじめ、役員、会員皆様にご尽
力いただきました。改めて感謝申し上げます。しかし「10・70・
30」をスローガンに挑んだ今回の選挙は、ブロックとして目標数
には届かず、個人名記載、会員一人当たりの得票率も伸びなかっ
たことの責任を強く感じています。
　次回選挙は、会員ひとり一人が自分の選挙であるという意識の
もと、「チーム薬連」として活動することを願ってやみません。

　四国4県の支援者名簿獲得率は、平均82.87%
と全国平均の60.18%をかなり上回ったこと
から、四国ブロックにおける選挙支援活動が非
常に活発に実施されたものと評価できる。
　また、四国ブロックの合計得票数は、前回選挙
に比べ554票上回り、特に1薬局あたりの得票数については、徳
島県3.74（全国8位）、香川県3.53（全国11位）、愛媛県3.48（全
国13位）、高知県3.21（全国16位）と4県とも上位であり、全国
平均の2.70を大きく上回ったことは、評価できる。
　一方、獲得支援者名簿数に対する得票数の比率である投票行動
率に関して、4県の平均が22.24%と、全国平均の38.19%に比
べて低かったことが反省点である。
　更に、四国ブロックでのSNSを活用した選挙活動については、
限定的な活用に止まっており、次回選挙に向けて効果的な活用方
法を検討していく必要がある。

　今回の参議院選挙活動において、各県の活動
状況を把握し、共有、報告することがブロック
総務としての大きな役割でした。新しく作成
されたステップ表は各県の進捗状況把握には
大変有用でしたが、結果としてブロック全体で
の集票力強化には繋がりませんでした。ブロック総務としての
責任が果たせず反省しています。
　名簿収集活動、薬局訪問はこれまで以上に行った県が多い中で
の投票結果は残念ですが、無事、当選を果たす事が出来ました。
今回、各県の班活動を活発にすることによって新たに気付いた点
も多くあり、今後の薬剤師連盟活動に役立てなければいけませ
ん。常日頃からの活動が最終的に集票に結びつくのだと改めて
強く感じました。
　県、地域薬剤師会とそれぞれの連盟の連携が最も重要です。常
に情報を集め発信力を強化することが今後の課題と捉え、顔を合
わせ、話し合う関係性の構築を目指したいと思います。

　今回の参議院選挙では、東北全体の名簿達成
率は39.32%と全国平均と比べるとかなり低い
レベルであったが、得票数を見るとH28の藤井選
挙より東北六県全体で約1,100票の増加となり、
投票行動率も46.74%と全国平均を大きく上回
り精度の高い名簿収集が出来たと思われる。また東北六県での全
体会議もこれまでより頻回に開催し、各県から若手役員の参加も増
え、ブロックとしてのネットワーク構築および意思統一が図れたこ
とや、役員が率先してイメージカラーのオレンジを身に着けたり、支
部毎の支援者数と達成率の一覧表をこまめに更新作成してフィー
ドバックすることで個々の会員が意識を高めることができた等、こ
れまでの選挙運動に比べるとある程度の活動が実施できたと感じ
た。反省点としては、SNSは大変有効な活動手段ではあるが上手
に利用できなかったことや、標旗リレーやビラの活用については早
い時期からの計画が必要であると多くの県から意見があった。今
後は若手（活動者・政治参加）への対応が最重点課題と思われる。

　東海ブロック内の本田氏に対する得票数は
18,892票となり、平成28年の前回比で377
票の減となった。県別でみると、4県中2県で
769票増加しているものの、2県で1,146票減
少した。
　今回は、前回の選挙で愛知県が県議会議員との共闘により大幅
に得票数を伸ばしていることを参考に、各県とも県議会議員と連
携して選挙活動に取り組んでおり、方策として有効であることが
実感できた。
　支援者名簿については、ブロック全体の支援者数は45,703人
となり、前回比で3,512人の増となったが、投票行動率は依然と
して低調であったことに加え、今回の行動率は41.3%であり、前
回の45.7%を下回っているなど、確実な支援者名簿の獲得方法
に課題を残した。また、多くの会員に本田氏の名前が浸透してい
るとは言えず、街宣車、標旗リレー及び選挙葉書による効果など
再考すべき課題が山積している。

　元号が「令和」になって初めての新年を迎え
ました。昨年は、日本薬剤師連盟史上初の組織
内議員が2名になり、新たな時代への幕開けと
なりました。
　昨夏の参院選において、近畿地区は人口規模
に比例した会員数の規模的な差はありますが、名簿収集・電話作
戦など今までの選挙活動を踏襲した部分やSNS等の選挙活動の
ような新たな試みを取り入れた部分、各府県会員数、世代交代、会
員内勤務者比率が変わり行く中で、府県薬連盟役員は、ブロック
協議会をはじめ、各支部・薬局訪問などできる限りの活動をしま
した。
　すでに始まっている次期参院選に向けて、いずれの府県薬も一
部の役員だけでなく、いかに裾野を広げるかが最重要課題だと
の認識の下、近畿地区はじめ、全国の薬剤師の方々のこれからの
益々のご活躍をご祈念申し上げます。

　組織内統一候補の決定後、九州各県における
活動に加え九州全県協働による活動を速やか
に、かつ積極的に実施した。九州本田あきこ後
援会や顕政会によるそれぞれの語る会への動
員や名簿収集等の継続的な実施を認知度向上
を意識し実行した。特にJPLによる活動は、新たな想起を促すこ
ととなった。多くの県薬連盟が前回値を超える結果を残したが、
当初目標としていた数値は残念ながら達成することができな
かった。
　個別の活動については、各地域薬剤師連盟の役員の直接的活動
が有効であった反面、地域的要因もあるが役員の活動量の差が結
果に影響したと考えている。また、組織内統一候補本人による
face to faceによる活動は非常に有効であったが、会員の会合等
への参加増については連盟組織についての啓発も含め、今後の課
題として検討する必要がある。会員そして各県薬連盟の役員の
皆様の多大なるご協力に感謝いたします。

2018年11月20日 
朝5時半 東の空に明けの明星

（武智ブロック総務撮影）

東北ブロック（青森県・岩手県・宮城県・秋田県・山形県・福島県）�
総務　山田　卓郎

関東ブロック（茨城県・栃木県・群馬県・埼玉県・千葉県・神奈川県・山梨県）�
総務　武智　洋一郎

東京ブロック（東京都）�
総務　石垣　栄一

東海ブロック（岐阜県・静岡県・愛知県・三重県）�
総務　石川　幸伸

北陸信越ブロック（新潟県・富山県・石川県・福井県・長野県）�
総務　大塚　宰

大阪ブロック（大阪府）�
総務　藤垣　哲彦

近畿ブロック（滋賀県・京都府・兵庫県・奈良県・和歌山県）�
総務　竹上　茂

中国ブロック（鳥取県・島根県・岡山県・広島県・山口県）�
総務　中原　靖明

四国ブロック（徳島県・香川県・愛媛県・高知県）�
総務　宮佐　俊昭

九州ブロック（福岡県・佐賀県・長崎県・熊本県・大分県・宮崎県・鹿児島県・沖縄県）�
総務　原口　亨
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本
連
盟
の
令
和
元
年
度
定
時
評
議
員
会
を

令
和
2
年
3
月
25
日
（
水
）
に
開
催
い
た
し

ま
す
。
当
日
は
、
本
連
盟
の
「
会
則
」、「
会

長
及
び
監
事
選
挙
規
則
」
及
び
「
同
規
則
施

行
細
則
」
に
よ
り
、
令
和
2
年
4
月
1
日
か

ら
令
和
4
年
3
月
31
日
ま
で
を
任
期
と
す
る

次
期
会
長
1
人
、
監
事
3
人
の
選
挙
を
行
い

ま
す
。
自
ら
候
補
者
に
な
ろ
う
と
す
る
会
員
、

候
補
者
を
推
薦
し
よ
う
と
す
る
会
員
は
、
下

記
に
よ
り
届
け
出
て
下
さ
い
。

記

（
1
）  

候
補
者
の
資
格
は
令
和
2
年
1
月
25

日
ま
で
に
都
道
府
県
薬
剤
師
連
盟
に

入
会
手
続
き
を
完
了
し
て
い
る
会
員

に
限
り
ま
す
。

（
2
）  

届
出
の
受
付
期
間
は
、
令
和
2
年
2

月
24
日
（
月
）
か
ら
3
月
10
日
（
火
）

ま
で
の
午
前
9
時
か
ら
午
後
5
時
ま

で
と
し
、
本
連
盟
事
務
所
で
受
付
け

ま
す
。
但
し
土
曜
日
、
日
曜
日
と
祝

日
を
除
き
ま
す
。

（
3
） 

届
出
の
締
切
日
時
は
令
和
2
年
3
月

10
日
（
火
）
午
後
5
時
で
す
。
締
切

日
時
後
の
届
出
は
受
付
け
ら
れ
ま
せ

ん
。
郵
送
に
よ
る
場
合
は
，
必
ず
書

留
を
ご
利
用
下
さ
い
。
締
切
日
時
ま

で
到
着
し
た
も
の
を
有
効
と
し
ま
す
。

（
4
）  

立
候
補
届
出
書
（
又
は
候
補
者
推
薦

届
出
書
と
承
諾
書
）
を
は
じ
め
，
必

ず
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
書
類

の
様
式
は
全
て
規
定
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
届
出
関
係
書
類
一
式
あ
る
い
は

本
連
盟
規
約
等
諸
規
定
は
，
ご
請
求

下
さ
れ
ば
郵
送
い
た
し
ま
す
。

　
　

 

お
問
合
せ
は
本
連
盟
事
務
局

　
　

☎
0
3 

︲
3
2
2
5
︲
3
1
0
0

　
　

へ
お
願
い
し
ま
す
。

会
長
及
び
監
事
選
挙
並
び
に

候
補
者
届
出
の
受
付
に
関
す
る
公
示

日
本
薬
剤
師
連
盟 

会
長  

山
本 

信
夫

日
本
女
性
薬
剤
師
連
盟 

会 

長  

近
藤
　
由
利
子

新
年
の
ご
挨
拶

日
本
病
院
薬
剤
師
連
盟 

会 

長  

木
平
　
健
治

新
年
の
ご
挨
拶

　

令
和
の
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

皆
様
に
は
輝
か
し
い
新
年
を
お
迎
え
の
事
と

存
じ
ま
す
。
日
頃
よ
り
日
本
女
性
薬
剤
師
会

へ
の
ご
支
援
と
ご
指
導
を
賜
り
、
心
よ
り
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
は
医
薬
品
医
療
機
器
等
法
の
改
正
に

伴
い
、
医
療
提
供
施
設
と
し
て
の
薬
局
と
薬

剤
師
の
職
能
の
向
上
が
一
層
期
待
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
つ
ま
り
、
薬
剤
師
法
第
一
条
に
基

づ
く「
調
剤
、医
薬
品
の
提
供
な
ど
に
よ
り
公

衆
衛
生
の
向
上
へ
の
寄
与
」「
国
民
の
健
康
な

生
活
を
確
保
」
の
具
体
的
な
行
動
が
法
の
中

で
示
さ
れ
ま
し
た
。
換
言
す
る
と
薬
剤
師
に

は
、
医
療
安
全
を
基
盤
と
し
た
地
域
住
民
の

健
康
へ
の
貢
献
が
更
に
求
め
ら
れ
て
い
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か
し
く
健

や
か
な
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
の
明
る
い
話
題
と
い
え
ば
、
新
天
皇
の

即
位
と
「
ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ
ル
・
ハ
ー
モ
ニ
ー
」
す

な
わ
ち「
美
し
く
調
和
の
と
れ
た
新
し
い
時
代
」

と
い
う
意
味
を
も
つ
令
和
へ
の
改
元
、
リ
チ
ウ

ム
イ
オ
ン
電
池
の
開
発
に
よ
る
吉
野
彰
博
士
の

ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
受
賞
、
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
2
0
1
9
に
お
け
る
日
本
チ
ー
ム
の

大
活
躍
な
ど
で
し
ょ
う
か
。
し
か
し
、
薬
剤
師

に
と
っ
て
最
も
明
る
い
話
題
は
、
昨
年
の
参
議

院
議
員
通
常
選
挙
で
我
々
の
応
援
し
た
本
田
あ

き
こ
氏
が
見
事
当
選
さ
れ
た
こ
と
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

医
療
環
境
が
大
き
く
変
わ
る
中
で
、病
院
・
薬

局
と
も
に
日
頃
か
ら
薬
の
専
門
職
と
し
て
薬
物

　

皆
様
の
ご
支
援
の
お
蔭
で
、
昨
年
は
本
田

あ
き
こ
氏
を
参
議
院
に
送
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
本
田
氏
と
は
薬
剤
師
法
第
一
条
に
関

し
て
頻
回
に
話
し
合
い
、
女
性
の
健
康
課
題

に
対
応
す
る
本
会
の
意
義
・
役
割
に
つ
い
て

も
ご
理
解
を
頂
き
ま
し
た
。
本
田
氏
の
政
治

家
と
し
て
の
今
後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

残
念
な
が
ら
数
多
く
い
る
国
会
議
員
の
中

で
、
薬
剤
師
は
十
指
に
満
た
ぬ
人
数
で
す
。

薬
剤
師
の
目
線
で
健
康
と
医
療
を
見
据
え
る

た
め
に
、
多
く
の
薬
剤
師
を
国
政
に
送
り
た

い
も
の
で
す
。

　

今
年
も
皆
様
か
ら
の
ご
支
援
の
下
、
活
動

理
念
に
従
い
、新
時
代
・
令
和
の
女
性
薬
剤
師

会
の
活
動
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く

ご
指
導
の
ほ
ど
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

療
法
の
有
効
性
と
安
全
性
の
確
保
に
尽
力
し
、

薬
剤
師
は
本
来
の
使
命
を
果
た
す
た
め
努
力
を

し
て
い
ま
す
が
、
薬
剤
師
の
存
在
意
義
を
国
民

の
皆
様
に
理
解
し
て
頂
く
こ
と
も
重
要
な
こ
と

で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
法
的
な
裏
付
け
は
も

と
よ
り
、
経
済
的
に
は
診
療
報
酬
と
い
う
形
で

の
評
価
が
必
要
で
、
そ
の
た
め
に
は
政
治
の
力

が
極
め
て
重
要
で
不
可
欠
で
す
。

　

日
本
病
院
薬
剤
師
連
盟
は
、
党
派
を
超
え
て

薬
剤
師
議
員
を
応
援
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
次

の
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
に
向
け
日
本
薬
剤
師

連
盟
と「
O
n
e 

T
e
a
m
」で
、
本
田
あ
き
こ

氏
と
共
に
薬
剤
師
の
た
め
に
活
躍
し
て
頂
け
る

薬
剤
師
議
員
を
国
政
の
場
に
送
る
べ
く
準
備
を

始
め
た
い
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

本
年
が
、
皆
様
に
と
っ
て
明
る
い
一
年
と
な

る
こ
と
を
祈
念
し
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。

　全国会長・幹事長拡大会議に
続き、18時半より「藤井もとゆ
き君と語る会」が同会館で開か
れた。18時の開場に合わせ藤
井もとゆき参議院議員、山本会
長、岩本幹事長が会場入口で立
礼し、薬剤師会だけでなく藤井
もとゆき参議院議員を応援する

多くの団体、支援者を出迎えた。定刻となり、本田あきこ参議院議員の爽やかな司
会で開会が告げられ、発起人を代表して山本会長より支援のお礼を兼ねた挨拶が
述べられた。続いて松本純衆議院議員、日本製薬団体連合会宮島理事長、日本薬業
政治連盟牛之濱理事が祝辞を述べ、健康保険政治連盟大塚会長からのメッセージ
が披露された。また、公務ご多用の中、岸田文雄自民党政調会長が駆けつけて藤井
もとゆき参議院議員の活躍を称えた。次に安倍晋三自民党総裁からの祝電が読み
上げられたのちに、本日の主役である藤井もとゆき参議院議員よりお礼の挨拶が
述べられた。そして、とかしきなおみ衆議院議員の発声で乾杯が行われ、懇親会が
始まった。藤井もとゆき参議院議員は各テーブルを回り支援者と懇親を深めてい
たが、瞬く間にその時間は過ぎ、岩本幹事長の挨拶で中締めとなった。

「藤井もとゆき君と語る会」が華やかに開催！

　

令
和
元
年
11
月
6
日
、
東
京
会
館
に
お
い
て

今
年
度
3
回
目
の
全
国
会
長
・
幹
事
長
拡
大
会

議
が
開
催
さ
れ
た
。

開
　
会

　

浜
田
常
任
総
務
が
司
会
を
務
め
、
先
ず
は
山

本
会
長
よ
り
開
会
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
た
。
続

い
て
来
賓
と
し
て
、
藤
井
も
と
ゆ
き
参
議
院
議

員
と
、
こ
の
夏
の
選
挙
で
初
当
選
を
果
た
し
た

本
田
あ
き
こ
参
議
院
議
員
よ
り
国
政
報
告
を
兼

ね
た
挨
拶
を
い
た
だ
い
た
。
次
に
司
会
者
よ
り

座
長
の
指
名
が
あ
り
、
今
回
は
沖
縄
県
薬
剤
師

連
盟
の
亀
谷
会
長
が
指
名
さ
れ
以
降
の
進
行
を

行
っ
た
。

報
　
告

　

最
初
に
報
告
と
し
て
尾
島
副
会
長
よ
り
、
平

成
31
年
4
月
1
日
〜
令
和
元
年
10
月
22
日
ま
で

の
会
務
報
告
が
あ
り
、
続
い
て
石
井
副
会
長
よ

り
、
令
和
元
年
度
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
の
進
捗
状

況
と
、
中
医
協
に
お
け
る
検
討
状
況
や
全
世
代

型
社
会
保
障
改
革
な
ど
直
近
の
政
治
課
題
に
つ

い
て
説
明
が
あ
っ
た
。
次
に
安
東
副
会
長
よ
り

9
月
15
日
、
16
日
に
開
催
さ
れ
た
「
次
代
を
担

う
薬
剤
師
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
報
告
、
荻
野
副
会

長
よ
り
都
道
府
県
薬
剤
師
連
盟
主
催
の
「
若
手

薬
剤
師
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
開
催
状
況
の
報
告
が

な
さ
れ
た
。
ま
た
、
岩
本
幹
事
長
か
ら
は
、
第

25
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
総
括
報
告
書（
案
）

の
概
要
説
明
、
第
4
次
安
倍
第
2
次
改
造
内

閣
、
自
民
党
役
員
人
事
、
自
民
党
薬
剤
師
問
題

議
員
懇
談
会
の
メ
ン
バ
ー
の
総
会
出
席
状
況
の

説
明
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
質
疑
が
行
わ
れ
て

か
ら
休
憩
を
は
さ
み
協
議
と
な
っ
た
。

協
　
議

　

こ
こ
で
は
岩
本
幹
事
長
よ
り
、
次
期
参
議
院

議
員
選
挙
の
件
で
、
組
織
内
議
員
で
あ
る
藤
井

も
と
ゆ
き
参
議
院
議
員
が
出
馬
を
辞
退
さ
れ
た

こ
と
を
受
け
、
都
道
府
県
薬
剤
師
連
盟
に
対
し

組
織
内
候
補
の
推
薦
を
依
頼
し
た
こ
と
、
そ
し

て
10
月
末
日
で
受
付
を
締
め
切
り
、
3
名
が
推

薦
さ
れ
、
そ
の
選
考
に
入
る
こ
と
が
説
明
さ
れ

た
後
、
協
議
と
な
っ
た
（
注
）。
続
い
て
安
東

副
会
長
よ
り
、
若
手
薬
剤
師
フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど

で
テ
キ
ス
ト
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
「
薬
剤

師  

昨
日
、
今
日
、
そ
し
て
明
日
」
を
来
年
度

に
改
定
す
る
こ
と
が
説
明
さ
れ
、
改
定
に
当

た
っ
て
参
考
と
す
る
た
め
、
実
際
に
資
料
と
し

て
活
用
し
て
い
る
都
道
府
県
薬
剤
師
連
盟
に
対

し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
す
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
、

回
答
を
求
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
意
見
交
換
の

後
、
安
東
副
会
長
の
挨
拶
で
閉
会
と
な
っ
た
。

令
和
元
年
度 

第第
33
回
全
国
会
長
・
幹
事
長
拡
大
会
議
が
開
催
さ
れ
る

回
全
国
会
長
・
幹
事
長
拡
大
会
議
が
開
催
さ
れ
る

（
注
）推
薦
さ
れ
た
３
名
か
ら
適
任
者
を
決
定
で
き
な
か
っ
た
た
め
、12
月
２
日
、改
め
て
候
補
者
の
推
薦
依
頼
を
行
っ
て
い
る
。
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オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
イ
ヤ
ー

　

い
よ
い
よ
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
年
が
始
ま
っ
た
。
前
回
の

１
９
６
４
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
中
学

生
で
あ
っ
た
の
で
、
人
生
に
お
い
て
２
度

わ
が
国
で
の
五
輪
を
見
ら
れ
る
こ
と
に
な

る
。
東
洋
の
魔
女
の
決
勝
戦
は
、
一
家
全

員
が
テ
レ
ビ
に
く
ぎ
付
け
と
な
っ
た
。“
は

だ
し
”の
ア
ベ
ベ
は
、東
京
で
は
シ
ュ
ー
ズ

を
履
い
て
甲
州
街
道
を
疾
走
し
、
２
位
で

国
立
競
技
場
に
入
っ
て
き
た
円
谷
は
、
ト

ラ
ッ
ク
内
で
ヒ
ー
ト
リ
ー
に
抜
か
れ
た

が
、
陸
上
競
技
唯
一
の
メ
ダ
ル
を
獲
得
し

た
。
テ
レ
ビ
中
継
で
の
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の

叫
ぶ
よ
う
な
声
が
蘇
る
よ
う
だ
。

　

今
年
の
五
輪
で
は
、
ど
の
よ
う
な
感
動

を
も
ら
え
る
だ
ろ
う
。
昨
年
の
ラ
グ
ビ
ー

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
開
催
は
、
ラ
グ
ビ
ー

の
ル
ー
ル
を
知
ら
な
い
者
に
も
、
感
動
を

与
え
て
く
れ
た
。
昨
年
の
流
行
語
大
賞
は

「
Ｏ
Ｎ
Ｅ 

Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
」
と
決
ま
っ
た
。
ス

ポ
ー
ツ
の
魅
力
は
、
全
力
を
出
し
て
戦
う

選
手
の
姿
で
あ
り
、
そ
の
姿
に
感
動
す
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

さ
て
、
東
京
五
輪
の
選
手
村
に
診
療
所

が
設
置
さ
れ
、
選
手
や
コ
ー
チ
の
ケ
ガ
や

病
気
に
対
応
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

そ
の
診
療
所
に
お
い
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
調
剤
や
服
薬
指
導
を
行
っ
て
い
た

だ
く
薬
剤
師
が
募
集
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
、
日
本
薬
剤
師
会
が
仲
介
役
を
果
た
し

て
い
る
。
薬
剤
師
の
要
件
と
し
て
、
英
語

で
会
話
が
で
き
る
こ
と
な
ど
の
ほ
か
、
ア

ン
チ
・
ド
ー
ピ
ン
グ
に
関
す
る
知
識
が
あ

る
こ
と
が
含
ま
れ
て
い
る
。
是
非
、
多
く

の
薬
剤
師
が
五
輪
を
支
え
る
役
割
を
担
っ

て
欲
し
い
も
の
だ
。

�

（
K
・
I
）

編集後記

●
広
報
委
員

　
　

安
東　

哲
也
、石
井　

甲
一

　
　

小
野　

春
夫
、鳥
海　

良
寛

　
　

大
澤　

泰
輔
、大
原　
　

整

　
　

近
藤
直
緒
美
、渡
邊
美
知
子

参
議
院
議
員

　
本
田 

顕
子

自
民
党
女
性
局
次
長
・
厚
生
関
係
団
体

委
員
会
副
委
員
長
・
薬
剤
師

　

新
年
あ
け
ま
し

て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
会
員

の
皆
様
に
は
、
お

健
や
か
に
輝
か
し

い
新
た
な
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
、

心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
は
皆
様
の
ご
支
援
を
い

た
だ
き
、
私
に
と
り
ま
し
て
最
良
の
、

ま
た
忘
れ
ら
れ
な
い
記
念
す
べ
き
年
と

な
り
ま
し
た
。
国
会
議
員
と
な
っ
た
今
、

そ
の
責
任
の
重
さ
を
痛
感
し
て
お
り
、

ご
支
援
い
た
だ
い
た
皆
様
の
声
を
国
政

の
場
に
届
け
る
べ
く
頑
張
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　

昨
年
秋
の
第
2
0
0
回
臨
時
国
会
で

は
、
薬
機
法
等
改
正
法
案
が
審
議
さ
れ
、

昨
年
11
月
21
日
の
厚
生
労
働
委
員
会
に

お
い
て
、
藤
井
議
員
に
続
い
て
、
私
に

と
っ
て
初
め
て
の
質
問
に
立
つ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
地
域
連
携
薬
局
等
へ
の

財
政
支
援
、
敷
地
内
薬
局
や
遠
隔
服
薬

指
導
の
問
題
点
な
ど
に
つ
い
て
質
問
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
加
藤
厚
生
労
働
大
臣
、

担
当
局
長
か
ら
ご
答
弁
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
そ
し
て
、
26
日
の
厚
生
労
働
委

員
会
で
可
決
さ
れ
、
27
日
の
本
会
議
で

可
決
・
成
立
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
自
民
党　

薬
剤
師
問
題
議
員

懇
談
会
へ
の
入
会
が
承
認
さ
れ
、
11
月

27
日
の
総
会
に
は
議
員
と
し
て
参
加
し
、

日
本
薬
剤
師
会
か
ら
次
期
調
剤
報
酬
改

定
へ
の
要
望
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
日
本
薬
剤
師
連
盟
の
皆
様

に
と
っ
て
、
本
年
が
素
晴
ら
し
い
一
年

に
な
り
ま
す
こ
と
を
祈
念
申
し
上
げ
、

新
年
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

望
ん
で
お
り
ま
し
た
改
正
医
薬
品
医
療

機
器
等
法
案
（
改
正
薬
機
法
）
が
、
先

の
臨
時
国
会
に
お
い
て
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

　

今
改
正
薬
機
法
で
は
、
地
域
医
療
機

関
や
診
療
所
と
の
連
携
が
重
視
さ
れ
る

な
か
で
、
薬
局
の
特
定
機
能
の
一
つ
と

し
て
「
地
域
連
携
薬
局
」
が
位
置
づ
け

ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
地
域
連
携
薬
局

を
地
域
の
な
か
で
可
視
化
す
る
こ
と

で
、
ポ
リ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
を
解
消
し
、

医
薬
品
の
適
正
使
用
に
資
す
る
薬
局
・

薬
剤
師
像
が
重
視
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
、
か
か
り
つ
け
薬
剤
師
・
薬
局
の
活

躍
が
今
後
ま
す
ま
す
期
待
さ
れ
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

私
、
逢
坂
誠
二
も
薬
剤
師
の
一
人
と

し
て
、
ま
た
国
会
議
員
と
し
て
、
日
本

薬
剤
師
連
盟
会
員
の
皆
さ
ま
の
た
め
に
、

全
力
を
尽
く
し
て
参
り
ま
す
。
今
年
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

新
年
明
け
ま
し

て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
ま

た
、
旧
年
中
は
大

変
お
世
話
に
な

り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

3
期
連
続
の
自
民
党
国
会
対
策
委
員
会

委
員
長
代
理
と
し
て
、
丁
寧
な
審
議
を

通
じ
、
円
滑
な
議
事
運
営
の
た
め
、
力

を
尽
く
し
て
い
ま
す
。

　

薬
機
法
を
、
昨
年
の
臨
時
国
会
で
可

決
成
立
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
内
容
は
、
薬
剤
師
が
調
剤
時
に
限

ら
ず
必
要
に
応
じ
て
患
者
の
薬
剤
の
使

用
状
況
の
把
握
や
服
薬
指
導
を
行
う
義

務
、
ま
た
、
薬
局
薬
剤
師
が
、
患
者
の

薬
剤
の
使
用
に
関
す
る
情
報
を
他
医
療

提
供
施
設
の
医
師
等
に
提
供
す
る
努
力

義
務
が
規
定
さ
れ
、
更
に
は
、
患
者
自

身
が
自
分
に
適
し
た
薬
局
を
選
択
で
き

る
よ
う
、
地
域
連
携
薬
局
、
専
門
医
療

機
関
連
携
薬
局
と
い
う
機
能
別
の
薬
局

の
知
事
認
定
制
度
を
導
入
す
る
等
飽
く

迄
も
患
者
の
立
場
に
立
っ
た
薬
剤
師
、

薬
局
の
あ
り
方
の
見
直
し
で
あ
り
、
地

域
に
お
け
る
医
療
や
介
護
、
生
活
支
援

等
の
中
で
安
全
確
保
と
医
療
の
質
の
向

上
を
図
る
た
め
に
、
患
者
か
ら
選
ば
れ

た
「
か
か
り
つ
け
薬
剤
師
」
と
し
て
、

そ
の
責
務
を
果
た
し
て
い
く
こ
と
が
大

切
で
あ
り
、
国
民
・
患
者
の
健
康
維
持
・

増
進
と
い
う
本
来
の
職
能
の
発
揮
、
目

的
達
成
の
た
め
共
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

　

薬
剤
師
の
役
割
が
あ
ら
た
め
て
大
き

く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
薬
価
制

度
の
見
直
し
を
は
じ
め
、
診
療
報
酬
・
調

剤
報
酬
を
含
め
た
薬
局
の
役
割
に
つ
い

て
の
課
題
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
を
利
用
し
た

遠
隔
服
薬
指
導
や
電
子
処
方
箋
な
ど
の

患
者
の
利
便
性
か
ら
見
た
問
題
な
ど
、

課
題
は
山
積
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
環
境
の
中
で
、
薬
剤
師

は
期
待
さ
れ
て
い
る
社
会
的
使
命
を
全

う
し
、
国
民
・
患
者
さ
ん
に
身
近
な
立
場

で
、
健
康
の
維
持
・
増
進
を
図
り
、
安
全
・

安
心
を
提
供
で
き
る
「
か
か
り
つ
け
薬

剤
師
」
と
し
て
そ
の
職
能
を
発
揮
し
て

頂
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

政
治
の
安
定
が
経
済
を
引
き
上
げ
ま

す
。
そ
の
経
済
成
長
の
力
を
も
っ
て
、

社
会
保
障
制
度
が
堅
持
さ
れ
ま
す
。
国

家
の
発
展
、
国
民
の
幸
せ
を
求
め
、
本

年
も
全
力
で
頑
張
っ
て
参
り
ま
す
。

衆
議
院
議
員

　
松
本 

純

自
民
党
国
会
対
策
委
員
会
委
員
長
代
理
・

薬
剤
師

参
議
院
議
員

　
藤
井 

基
之

自
民
党
政
務
調
査
会
会
長
代
理
・
薬
剤
師
・

薬
学
博
士

　

新
年
あ
け
ま
し

て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
会
員

の
皆
様
に
は
輝
か

し
い
新
年
を
お
迎

え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
夏
の
選
挙
で
は
、
本
田
あ
き
こ

さ
ん
が
見
事
当
選
さ
れ
ま
し
た
。
参
議

院
に
薬
剤
師
議
員
の
仲
間
を
お
迎
え
で

き
た
こ
と
は
、
な
に
よ
り
も
心
強
く
嬉

し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
10
月
に
消
費
税
率
が
引

き
上
げ
ら
れ
、
薬
価
は
消
費
税
対
応
分

を
上
乗
せ
し
、
0
・
51
％
の
引
き
下
げ
と

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
消
費
税
が
非
課

税
と
さ
れ
て
い
る
医
療
費
は
、
診
療
報

酬
・
調
剤
報
酬
の
引
上
げ
に
よ
り
補
填
が

な
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
本
年
4
月

に
は
診
療
報
酬
等
の
改
定
が
行
わ
れ
ま

す
。
国
民
が
必
要
な
医
療
を
安
心
し
て

受
け
ら
れ
る
よ
う
、
そ
の
財
源
を
し
っ

か
り
と
確
保
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

政
府
は
、
人
生
1
0
0
年
時
代
に

相
応
し
い
全
世
代
型
社
会
保
障
制
度
の

検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
薬
機

法
等
改
正
法
案
が
成
立
し
、
住
み
慣
れ

た
地
域
で
患
者
が
安
心
し
て
医
薬
品
を

使
用
で
き
る
よ
う
、
薬
剤
師
に
よ
る
継

続
的
な
服
薬
指
導
が
義
務
化
さ
れ
、
国

民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
優
れ
た
医
薬
品

等
を
迅
速
か
つ
効
率
的
に
提
供
す
る
た

め
、「
先
駆
け
審
査
指
定
制
度
」「
条
件

付
き
早
期
承
認
制
度
」
が
法
制
化
さ
れ

ま
す
。

　

本
格
的
な
高
齢
化
社
会
を
迎
え
、
地

域
医
療
を
支
え
る
薬
剤
師
・
薬
局
の
役

割
は
一
層
高
ま
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

す
る
こ
と
で
、
地
域
医
療
の
「
対
人
業

務
」
を
充
実
し
て
い
き
た
い
と
考
え
た

の
で
す
。
薬
剤
師
の
役
割
に
、「
薬
を
飲

む
期
間
だ
け
で
な
く
、
予
防
の
段
階
か

ら
、
患
者
の
人
生
に
寄
り
添
う
き
め
細

や
か
な
業
務
」
を
加
え
る
べ
き
と
考
え

た
の
で
す
。
い
ま
薬
剤
師
は
「
挑
戦
の

時
」
を
迎
え
て
い
ま
す
。
薬
剤
師
の
国

会
議
員
と
し
て
、
薬
剤
師
の
方
々
が
挑

戦
で
き
る
よ
う
に
今
年
も
頑
張
っ
て
参

り
ま
す
。

　

新
年
明
け
ま
し

て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
山
本

会
長
を
は
じ
め
日

薬
連
盟
の
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や
か
に
新
年
を

お
迎
え
に
な
り
ま
し
た
こ
と
心
よ
り
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
「
薬
局
・
薬
剤
師
が
今
後
果
た
す
べ
き

役
割
は
、『
対
人
』
し
か
な
い
！
」
と
私

は
考
え
て
い
ま
す
。
2
0
1
5
年
の「
患

者
の
為
の
薬
局
ビ
ジ
ョ
ン
」、
2
0
1
6

年
・
2
0
1
8
年
の
診
療
報
酬
改
定
、

昨
年
成
立
し
た
「
薬
機
法
の
改
正
」、
こ

れ
ら
全
て
で
明
確
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し

て
出
て
い
る
の
は
「
対
人
業
務
」
の
充

実
で
、
今
こ
そ
薬
剤
師
の
「
対
人
」
に

対
す
る
意
識
改
革
や
行
動
変
容
が
必
要

で
あ
る
と
、
訴
え
て
い
ま
す
。
私
も
将

来
こ
の
流
れ
が
来
る
こ
と
を
予
想
し
、

2
0
0
9
年
の
落
選
中
大
阪
で
薬
剤
師

と
し
て
現
場
で
働
き
な
が
ら
、
薬
剤
師

の
挑
戦
の
場
と
し
て
「
北
大
阪
健
康
医

療
都
市
（
健
都
）」
を
造
る
政
策
を
練
り
、

昨
年
や
っ
と
オ
ー
プ
ン
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。「
健
都
」
で
は
、
従
来
市

民
一
人
一
人
が
勝
手
に
行
っ
て
い
る
健

康
管
理
を
、
薬
剤
師
の
指
導
の
下
に
健

康
管
理
す
る
体
制
づ
く
り
に
挑
戦
し
ま

す
。
医
療
の
専
門
家
が
介
在
し
た
健
康

管
理
の
方
が
、
効
果
も
出
る
し
、
体
は

楽
だ
し
、
お
財
布
に
も
優
し
い
と
証
明

衆
議
院
議
員

　
と
か
し
き 

な
お
み

自
民
党
環
境
部
会
長
・
薬
剤
師

衆
議
院
議
員

　
逢
坂 

誠
二

立
憲
民
主
党
政
務
調
査
会
長
・
薬
剤
師

　

明
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

山
本
信
夫
会
長

を
は
じ
め
、
日
本

薬
剤
師
連
盟
会
員
の
皆
様
に
は
、
お
健

や
か
に
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か

ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃
よ

り
、
逢
坂
誠
二
の
議
員
活
動
に
対
し
、

特
段
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
、
改

め
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
逢
坂
誠
二

は
、
現
在
、
立
憲
民
主
党
に
お
き
ま
し

て
政
務
調
査
会
長
を
拝
命
し
て
お
り
、

党
の
政
策
の
責
任
者
を
務
め
て
い
ま

す
。

　

さ
て
、
薬
剤
師
の
皆
さ
ま
が
成
立
を

新年
挨拶


